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u2･ 3)､MR

B3､ 

とまっ

佐々木 異'1,斎藤 -樹事 2,長野 淳' '{.

)では､a軸とC軸がほとんど同じ長

ボロンは正二十面体や正八面体のクラスター

を作る傾向が非常に強い元素であることが知ら

れている (1)が､ある特定の遷移金属 と化合物

を作 り､このボロンがクラスターではなく､化

合物中で一次元､二次元､あるいは三次元的な

0そこで本研究では､1K以下で超伝導を

示すホウ化ルテニウムのホウ素の原子配列
*3
*2 (秩)栗林商会 
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体も報告されている (
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が二次元的であることに興味を抱き､このよう

な原子配列を有し､しかもこれまで結晶構造や

物性がはっきりしていない Ru u 11Bおよび RB.

に着目し､ RuとBとの固相反応により RuBあ

るいは Ru l1B.単相の作製条件を調べた後､さ

らに Co,Mn,Cr,Agなどの金属を固溶したホウ

化物を作製し､ 9.5Kまでの電気伝導度を測定

することにより､これまではっきりしていない 

RuB1.1の結晶系を明らかにすることを目的とす

る｡ 

2.美食方法

本研究で選択した添加元素 (Mn､Co､Cr､ 

Ag)は､いずれもをホウ化物を生成し､なおか

つそれらがA IB2､あるいは wC構造を取 り得る

元素の中から Ru11 軸長さ (8. m)にB.の a 252p

近い構造をとるものを選択した｡また Coにつ

いてはホウ化物を形成しないが､Mnや crなど

と同じグループの元素であることから比較検討

した｡ 

ARuとB､また Mn､Co､Cr､Agなどの粉末

を全体の重量が 0.9gになるよう空気中で秤量

し､メノウ乳鉢を用いて乾式混合した｡混合し

た粉末試料をガラス管に入れ､ミキサーを用い

てさらに撹拝混合 した後､ cIP法 (80MPa, 

1min)により成型体を作製した｡成形試料をア

ルミナボー トにのせ､石英反応管に入れ真空排

気した後､アルゴンガス (流量 200SCCM)杏

導入し､ 1173K､1273K､1373Kなどの温

度で熱処理を行った｡

熱処理した試料の相同定を X線回折装置 (理

学電機 RV20 u .に- 0)を用いて行った｡ RB11
Mn､Coを添加 したときの格子定数の変化を 

Cohenの方法を用いて cos2B/SinOの外挿

関数を使うことにより算出した｡ 

Heクローズ ドタイプ･クライオスタット(岩

谷産業､ CRT-M310-HA)､微小信号処理ユ

ニットおよびパーソナルコンピュータを用い 

- 34-

て､定電流 ･直流二端子法で室温から 9.5E

までの直流電気伝導度を測定した｡ 

3.結果および考察 

3.1.ホウ化ルテニウムの合成 

Ru､RB.は､これまでの報告によそB u11

とどちらも結晶構造は六方最密構造の W(

とAIB2構造の混在であるとされている｡し

かも Ru､RB.のどちらも aB u11 ､C軸の長

さがほぼ同じであるとされ､興味深い特徴

を持っている｡ WC構造では､ Fi.g1に示す

ように Ruが 0､0､0を､ Bが 1/3､2/3､ 

1/2の位置を占める｡また AIB2構造では 

Ruが 0､0､0を､ Bが 1/3､2/3､1/2ま ≡

よび 2/3､1/3､1/之の位置を占めている｡ 
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として 1 3K､8時間保持の熱処理を行うこ
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と考えられる .

3K､･8時間保持の熱処理を行うこ

,Mn)Bの単相が得られた｡ 

抵抗が大きいことから 
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いると考えられる｡ 

- 38-



oreJCPDS	 lC eftenrionaIt tnerna,

-41and1011-03･os)N,
7


･)4691k(or,wYeN

Mn の電気伝導度)Cr,Co,-M(M-BRu-六万品 

nD 891(taa,

Th)21(

Moi rm･P･J,

hM7C3t

dM. Mi uc lS

eB sR B3R

dtuyturatcrosritanos,G

7udeiorhtfo

i,losseroG-
Bauer
･ 

swiipi bonsltea

ifE,
M･K血 hac

an

)01(

troem
TL dun.


∩-r

icll htrysaograpfC

llars.bdtei yPVih dasese,

i l1ona,
It tnerna
 ･)199

)P Ha ko

me l

boo

lta

(tver,

learsons

Cla

f It taaornerD

an

dn

iPc

dLD･ 

Di ioff trac

5.7･)pp,4891(1Chm eMi l 2nerae,iid R des evuee,iC bar

31(2.83-073

ndB ne

dbyR･M･ Adms eP

s,oradunsa

I itnerscenc(,a ihsers,lbu

11) Mel1 pC	Boron om-0taBoron,

tei

(

de ASM


-93-


